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ポ
ル
ト
ガ
ル
を
世
界
に
飛
躍
さ
せ
た
エ
ン
リ
ケ
航
海
王
子 

（
１
３
９
４
ー
１
４
６
０
） 

 

大
国
で
あ
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル 

  

イ
ベ
リ
ア
半
島
の
大
西
洋
側
に
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
人
口
は
約
一
〇
〇
〇
万
人
で
世
界
八
八
位
、

国
内
総
生
産
は
二
五
〇
〇
億
ド
ル
で
四
七
位
、
国
土
面
積
は
九
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
一
一
一
位

と
い
う
目
立
た
な
い
国
家
で
す
。
し
か
し
、
五
〇
〇
年
前
に
は
世
界
を
二
分
す
る
大
国
で
し
た
。
一

四
九
四
年
に
ロ
ー
マ
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
の
勅
書
に
よ
り
、
新
規
に
発
見
さ
れ
た
土
地
は
大

西
洋
上
の
中
央
の
子
午
線
よ
り
東
側
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
領
土
、
西
側
は
ス
ペ
イ
ン
の
領
土
と
決
定
さ

れ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

  

そ
の
名
残
は
南
米
大
陸
に
存
在
し
ま
す
。
現
在
、
そ
こ
に
は
一
二
の
国
家
が
あ
り
ま
す
が
、
国
語

は
一
一
カ
国
が
ス
ペ
イ
ン
語
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
み
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ト

ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
と
名
付
け
ら
れ
た
上
記
の
勅
書
が
成
立
し
た
直
後
の
一
五
〇
〇
年
に
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
船
団
が
ブ
ラ
ジ
ル
を
発
見
し
ま
す
が
、
そ
こ
は
世
界
を
二
分
す
る
子
午
線
の
東
側
に
位
置
し

て
い
た
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
や
東
南
ア
ジ
ア
に
も
同
様
の
理
由
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
領

土
が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。 

  

こ
の
世
界
帝
国
の
出
現
に
貢
献
し
た
人
々
を
記
念
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
首
都

リ
ス
ボ
ン
の
川
岸
に
建
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
帆
船
を
表
現
す
る
高
さ
五
二
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
彫
刻

は
「
発
見
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
と
名
付
け
ら
れ
、
東
側
に
一
六
名
、
西
側
に
一
五
名
の
彫
像
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）
。
そ
れ
ら
は
Ｖ
・
ダ
・
ガ
マ
、
Ｂ
・
デ
ィ
ア
ス
、
Ｆ
・
マ
ゼ
ラ
ン
な
ど
ポ
ル

ト
ガ
ル
を
世
界
に
飛
躍
さ
せ
た
人
々
で
す
が
、
そ
の
先
頭
に
屹
立
し
て
い
る
の
が
、
発
展
を
指
揮
し

た
エ
ン
リ
ケ
航
海
王
子
で
す
。 
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武
勇
で
活
躍
し
た
王
子 

  

現
在
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
が
存
在
す
る
イ
ベ
リ
ア
半
島
は
、
か
つ
て
キ
リ
ス
ト
教
国
と
イ

ス
ラ
ム
教
国
の
衝
突
の
前
線
で
し
た
。
七
世
紀
初
期
に
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
登
場
し
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒

は
ア
フ
リ
カ
北
部
を
征
服
し
な
が
ら
西
進
、
七
一
一
年
に
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
横
断
し
て
イ
ベ
リ

ア
半
島
に
上
陸
し
、
一
時
は
半
島
全
体
を
支
配
し
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
南
部
の
グ
ラ
ナ
ダ
に
あ
る
世
界

遺
産
の
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
（
図
２
）
は
イ
ス
ラ
ム
様
式
の
建
物
で
す
が
、
そ
れ
は
上
記
の
よ
う
な

背
景
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

  

そ
こ
で
八
世
紀
初
期
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
国
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
か
ら
イ
ベ
リ
ア
半
島
を
奪
還
す
る

八
〇
〇
年
近
い
闘
争
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
レ
コ
ン
キ
ス
タ
（
国
土
回
復
）
と
名
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
経
緯
は
省
略
し
ま
す
が
、
今
回
の
話
題
に
関
係
す
る
の
が
現
在
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

図２ アルハンブラ宮殿 図１ 発見のモニュメント 
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位
置
に
一
三
八
五
年
に
成
立
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
国
ア
ヴ
ィ
ス
王
朝
で
す
。
初
代
国
王
は
ジ
ョ
ア
ン

一
世
で
、
そ
の
三
男
と
し
て
一
三
九
四
年
に
誕
生
し
た
の
が
エ
ン
リ
ケ
王
子
で
、
「
発
見
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
」
の
先
頭
の
人
物
で
す
。 

  

エ
ン
リ
ケ
は
二
一
歳
に
な
っ
た
一
四
一
四
年
、
父
親
と
と
も
に
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
の
対
岸
の
ア

フ
リ
カ
に
あ
る
イ
ス
ラ
ム
勢
力
の
拠
点
セ
ウ
タ
の
攻
撃
に
参
加
し
ま
す
。
こ
の
戦
闘
で
の
活
躍
は
エ

ン
リ
ケ
に
騎
士
の
称
号
と
公
爵
の
地
位
を
も
た
ら
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
偉
大
な
歴
史
を
開
拓
す

る
運
命
を
若
者
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。
西
欧
社
会
か
ら
は
未
踏
で
あ
っ
た
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
西
岸
を

探
検
す
る
こ
と
や
、
さ
ら
に
大
陸
の
南
端
を
周
回
し
て
イ
ン
ド
へ
到
達
す
る
航
路
を
開
拓
す
る
野
望

が
芽
生
え
た
の
で
す
。 

 

王
子
の
村
落
を
創
設 

  

こ
の
野
望
を
実
現
す
る
た
め
、
遠
征
か
ら
帰
国
し
た
一
四
一
六
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
土
の
最
南

西
端
で
大
西
洋
に
突
出
し
た
サ
グ
レ
ス
と
い
う
場
所
に
「
ヴ
ィ
ラ
・
デ
・
イ
ン
フ
ァ
ン
テ
（
王
子
の

村
落
）
」
と
い
う
施
設
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
一
五
八
七
年
に
な
っ
て
、
有
名
な
海
軍
提
督
Ｆ
・

ド
レ
ー
ク
の
指
揮
す
る
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
襲
撃
に
よ
っ
て
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
現

在
で
は
詳
細
不
明
で
す
が
、
大
型
帆
船
の
設
計
と
建
造
、
船
乗
り
の
訓
練
、
地
図
の
収
集
な
ど
を
し

て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

大
型
帆
船
で
は
三
本
マ
ス
ト
の
「
カ
ラ
ベ
ル
」
を
開
発
し
ア
フ
リ
カ
沿
岸
の
航
海
に
利
用
し
て
い

ま
す
。
地
図
は
資
金
を
投
入
し
て
収
集
し
ま
し
た
。
現
在
で
も
海
図
は
外
国
の
人
間
に
販
売
し
な
い

国
々
も
あ
り
ま
す
が
、
当
時
は
国
家
機
密
で
し
た
。
ド
イ
ツ
の
作
家
Ｓ
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
小
説
『
マ

ゼ
ラ
ン
』
に
、
マ
ゼ
ラ
ン
が
世
界
一
周
を
決
意
し
た
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
の
秘
密
文
庫
秘
蔵
の
ド

イ
ツ
の
地
理
学
者
Ｍ
・
ベ
ハ
イ
ム
の
世
界
地
図
を
一
瞥
で
き
た
か
ら
と
い
う
文
章
が
あ
り
ま
す
が
、

当
時
の
状
況
を
象
徴
す
る
挿
話
で
す
。 

 

マ
デ
イ
ラ
諸
島
の
発
見 

  

紀
元
前
五
世
紀
の
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
作
家
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
『
歴
史
』
と
い
う
史
書
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
に
地
中
海
域
で
活
躍
し
て
い
た
フ
ェ
ニ
キ
ア
と
い
う
海
洋
民
族
の
船
団
が
紀
元
前
七
世
紀
に

紅
海
か
ら
出
発
し
て
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
東
岸
を
南
下
し
、
南
端
を
回
遊
し
て
西
岸
を
北
上
し
て
ジ
ブ

ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
通
過
し
て
三
年
か
け
て
ア
フ
リ
カ
大
陸
を
一
周
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
真
偽
は
長
年
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
海
流
や
風
向
な
ど
か
ら
判
断
し
て
実
話
と
い
う
見
解
が

主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

当
然
、
多
数
の
文
献
を
収
集
し
て
研
究
し
て
い
た
エ
ン
リ
ケ
も
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
人
々
の
航
海
は
承

知
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
情
報
を
収
集
す
る
と
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
南
部
の
土
地
は
不
毛
で
あ
り
、
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海
洋
は
沸
騰
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
し
か
し
不
屈
の
王
子
は
挑
戦
を
開
始
し
ま
す
。

最
初
の
契
機
は
セ
ウ
タ
攻
略
に
参
戦
し
た
Ｊ
・
Ｇ
・
ザ
ル
コ
と
Ｔ
・
Ｖ
・
テ
シ
ュ
イ
ラ
と
い
う
二
人

の
若
者
が
エ
ン
リ
ケ
に
面
会
し
、
本
国
は
不
況
で
生
活
も
大
変
な
の
で
仕
事
を
手
伝
わ
せ
て
ほ
し
い

と
依
頼
し
て
き
た
こ
と
で
す
。 

  

そ
こ
で
エ
ン
リ
ケ
は
二
隻
の
帆
船
で
ア
フ
リ
カ
西
岸
を
南
下
す
る
航
海
を
命
令
し
ま
し
た
。
二
隻

は
途
中
で
強
風
の
た
め
漂
流
し
ま
す
が
、
偶
然
に
も
マ
デ
イ
ラ
諸
島
の
小
島
ポ
ル
ト
・
サ
ン
ト
に
漂

着
し
ま
し
た
（
図
３
）
。
位
置
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
か
ら
六
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
西
方
で
し
た
。
帰
国

し
て
エ
ン
リ
ケ
に
報
告
す
る
と
、
も
う
一
隻
の
帆
船
を
追
加
し
て
入
植
す
る
よ
う
命
令
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
ウ
サ
ギ
を
野
放
し
に
し
た
た
め
、
二
年
で
丸
裸
の
土
地
に
な
っ
て
し
ま
い
仕
方
な
く
帰
国

し
ま
し
た
。 

 
  

し
か
し
不
屈
の
エ
ン
リ
ケ
は
付
近
に
陸
地
を
発
見
す
る
よ
う
に
再
度
航
海
さ
せ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

一
四
二
四
年
に
ポ
ル
ト
・
サ
ン
ト
の
四
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
側
に
奄
美
大
島
に
匹
敵
す
る
面
責
七
四

一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
マ
デ
イ
ラ
本
島
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
エ
ン
リ
ケ
は
本
格
開
発
を
決
断
し

て
人
々
を
入
植
さ
せ
、
木
材
の
輸
出
と
と
も
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ブ
ド
ウ
を
栽
培
さ
せ
ま
す
。
二
五
年

後
に
は
八
〇
〇
人
が
生
活
し
、
砂
糖
や
ワ
イ
ン
を
生
産
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
有
名
な
マ

デ
イ
ラ
ワ
イ
ン
誕
生
の
経
緯
で
す
。 

 

カ
ナ
リ
ア
諸
島
の
発
見 

  

さ
ら
な
る
発
見
は
本
国
か
ら
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
方
の
大
西
洋
上
に
あ
る
ア
ゾ
レ
ス
諸

島
で
す
。
エ
ン
リ
ケ
の
派
遣
し
た
Ｆ
・
Ｇ
・
ヴ
ェ
ー
リ
ョ
の
船
団
が
一
四
三
一
年
に
発
見
し
、
四
五

年
頃
か
ら
入
植
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
九
島
か
ら
な
り
、
合
計
面
積
は
二
三
五
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

図３ ポルト・サント島 
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で
大
西
洋
上
の
中
央
に
位
置
す
る
た
め
中
継
基
地
と
し
て
発
展
し
、
現
在
は
二
四
万
人
が
居
住
し
て

い
ま
す
。
二
一
世
紀
に
な
っ
て
紀
元
前
二
世
紀
ま
で
ア
フ
リ
カ
大
陸
北
部
に
あ
っ
た
カ
ル
タ
ゴ
の

人
々
が
到
来
し
て
い
た
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

さ
ら
に
エ
ン
リ
ケ
が
目
指
し
た
の
が
ア
フ
リ
カ
大
陸
か
ら
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
沖
合
に
あ

る
カ
ナ
リ
ア
諸
島
で
し
た
（
図
４
）
。
こ
こ
に
は
一
五
世
紀
初
頭
か
ら
ス
ペ
イ
ン
の
カ
ス
テ
ィ
ー
リ

ャ
王
国
が
入
植
を
開
始
し
て
い
ま
し
た
が
、
エ
ン
リ
ケ
は
一
四
二
五
年
以
降
、
三
度
も
軍
隊
を
派
遣

し
て
奪
取
し
よ
う
と
し
ま
す
が
失
敗
し
、
四
八
年
に
は
群
島
の
一
島
で
あ
る
ラ
ン
サ
ロ
ー
テ
を
金
銭

で
購
入
し
ま
す
が
、
結
局
は
エ
ン
リ
ケ
の
死
後
の
一
四
七
九
年
に
全
体
は
正
式
に
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ

王
国
の
領
土
と
な
っ
て
決
着
し
ま
す
。 

 
 

ア
フ
リ
カ
大
陸
西
端
に
到
達 

  

そ
こ
で
本
来
の
目
標
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
西
岸
の
探
検
に
回
帰
し
ま
す
（
図
５ 

ア
フ
リ
カ
地
図
）
。

最
初
の
目
標
は
カ
ナ
リ
ア
諸
島
の
南
側
の
北
緯
二
六
度
に
あ
る
ボ
ハ
ド
ル
岬
で
し
た
。
地
図
で
は
平

坦
な
海
岸
の
よ
う
で
す
が
、
海
中
に
岩
礁
が
延
々
と
伸
長
し
て
お
り
、
岸
伝
い
で
航
海
し
て
い
た
時

代
に
は
多
数
の
帆
船
が
難
破
し
て
い
る
恐
怖
の
海
域
で
し
た
。
そ
こ
で
エ
ン
リ
ケ
は
一
四
三
三
年
に

配
下
の
Ｇ
・
エ
ア
ネ
ス
に
探
検
を
命
令
し
ま
す
が
、
エ
ア
ネ
ス
は
途
中
で
帰
還
し
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
エ
ン
リ
ケ
の
命
令
で
再
度
、
挑
戦
し
見
事
に
岬
越
え
に
成
功
し
ま
し
た
。 

 

図４ カナリア諸島 
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こ
こ
で
エ
ン
リ
ケ
の
冒
険
は
一
旦
停
止
し
、
一
四
三
七
年
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
占
領
す
る
ア
フ
リ

カ
北
部
の
タ
ン
ジ
ー
ル
に
派
兵
し
ま
す
が
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
王
子
が
捕
虜
に
な
る
失
敗
で
、
エ

ン
リ
ケ
の
戦
闘
指
揮
能
力
は
不
評
と
な
り
、
以
後
は
ア
フ
リ
カ
航
路
の
開
拓
に
集
中
し
ま
す
。
そ
の

結
果
、
四
一
年
に
は
ボ
ハ
ド
ル
岬
か
ら
七
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
側
の
ブ
ラ
ン
コ
岬
、
四
四
年
に
は
、

後
年
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
南
端
に
到
達
す
る
Ｂ
・
デ
ィ
ア
ス
の
父
親
Ｄ
・
デ
ィ
ア
ス
が
ア
フ
リ
カ
大
陸

の
西
端
ヴ
ェ
ル
デ
岬
に
到
達
し
ま
し
た
。 

  

こ
れ
に
よ
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船
隊
は
ア
フ
リ
カ
南
部
か
ら
金
鉱
を
調
達
し
て
帆
船
で
大
量
に

母
国
に
運
搬
す
る
よ
う
に
な
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
経
済
は
発
展
し
、
一
四
五
二
年
に
は
最
初
の
金
貨

が
発
行
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
探
検
は
進
行
し
、
多
数
の
帆
船
が
ヴ
ェ
ル
デ
岬
を
中
継

地
点
と
し
て
南
下
し
、
一
四
六
〇
年
に
は
現
在
の
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
付
近
ま
で
到
達
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
四
六
〇
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
大
国
に
し
た
エ
ン
リ
ケ
は
王
子
の
村
落
で
死

亡
し
ま
し
た
。
六
六
歳
で
し
た
。 

 

ア
フ
リ
カ
大
陸
南
端
を
周
回 

  

エ
ン
リ
ケ
が
目
指
し
た
ア
フ
リ
カ
南
端
の
周
回
航
路
は
エ
ン
リ
ケ
の
存
命
期
間
に
は
実
現
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
一
四
八
一
年
に
即
位
し
た
ジ
ョ
ア
ン
二
世
が
意
思
を
継
承
し
ま
す
。
ま
ず
一
四
八

八
年
に
Ｂ
・
デ
ィ
ア
ス
が
ア
フ
リ
カ
南
端
を
発
見
し
ま
す
。
デ
ィ
ア
ス
の
指
揮
す
る
二
隻
の
帆
船
は

強
風
の
た
め
一
三
日
間
も
漂
流
し
、
陸
地
を
見
失
っ
て
し
ま
い
、
接
近
し
よ
う
と
東
進
し
ま
す
が
陸

地
が
出
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
北
上
す
る
と
左
手
に
陸
地
が
遠
望
で
き
ま
し
た
。
暴
風
に
翻

弄
さ
れ
て
意
識
せ
ず
南
端
を
通
過
し
て
い
た
の
で
す
。 

 

図５ アフリカ地図 
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一
四
九
五
年
に
ジ
ョ
ア
ン
二
世
が
逝
去
し
、
後
継
の
マ
ヌ
エ
ル
一
世
が
事
業
を
継
承
し
て
イ
ン
ド

へ
の
東
回
り
航
路
の
開
拓
を
支
援
し
ま
す
。
九
二
年
に
ス
ペ
イ
ン
女
王
イ
サ
ベ
ル
一
世
の
支
援
で

Ｃ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
西
回
り
で
イ
ン
ド
（
実
際
は
ア
メ
リ
カ
）
に
到
達
し
た
と
い
う
航
海
に
対
抗
す

る
た
め
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
東
回
り
航
路
を
発
見
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
隊
長
に
指
名

さ
れ
た
の
が
Ｖ
・
ダ
・
ガ
マ
で
し
た
。
四
隻
の
帆
船
か
ら
な
る
艦
隊
は
一
四
九
七
年
七
月
に
盛
大
に

見
送
り
さ
れ
リ
ス
ボ
ン
か
ら
出
航
し
ま
し
た
。 

  

途
中
ま
で
は
一
〇
年
前
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
南
端
に
到
達
し
て
い
た
Ｂ
・
デ
ィ
ア
ス
が
同
伴
し
ま
す

が
、
ヴ
ェ
ル
デ
岬
か
ら
は
四
隻
に
な
り
、
十
一
月
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
南
端
を
通
過
し
、
陸
沿
い
に
北

上
、
一
四
九
八
年
五
月
に
イ
ン
ド
の
カ
レ
ク
ト
王
国
に
到
達
し
ま
し
た
。
以
後
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
ア

ジ
ア
に
も
進
出
し
、
西
洋
の
人
間
と
し
て
最
初
に
日
本
に
到
来
し
た
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
Ｆ
・
ザ
ビ

エ
ル
で
「
発
見
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
に
も
彫
像
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
一
五
世
紀

に
は
世
界
を
二
分
す
る
大
国
だ
っ
た
の
で
す
。 

 
 

 

つ
き
お 

よ
し
お 

１
９
４
２
年
名
古
屋
生
ま
れ
。
１
９
６
５
年
東
京
大
学
部
工
学
部
卒
業
。
工
学

博
士
。
名
古
屋
大
学
教
授
、
東
京
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
２
０
０
２
、
０
３

年
総
務
省
総
務
審
議
官
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
人
工
知
能
、
仮
想
現
実
、

メ
デ
ィ
ア
政
策
な
ど
を
研
究
。
全
国
各
地
で
カ
ヌ
ー
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
し
な
が
ら
、
知
床
半

島
塾
、
羊
蹄
山
麓
塾
、
釧
路
湿
原
塾
、
白
馬
仰
山
塾
、
宮
川
清
流
塾
、
瀬
戸
内
海
塾
な
ど
を
主
催
し
、

地
域
の
有
志
と
と
も
に
環
境
保
護
や
地
域
計
画
に
取
り
組
む
。
主
要
著
書
に
『
日
本 

百
年
の
転
換

戦
略
』
（
講
談
社
）
、
『
縮
小
文
明
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
、
『
地
球
共
生
』
（
講
談
社
）
、

『
地
球
の
救
い
方
』
、
『
水
の
話
』
（
遊
行
社
）
、
『
１
０
０
年
先
を
読
む
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
）
、
『
先
住
民
族
の
叡
智
』
（
遊
行
社
）
、
『
誰
も
言
わ
な
か
っ
た
！
本
当
は
怖
い
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
カ
ラ
ク
リ
』
（
ア
ス
コ
ム
）
、
『
日
本
が
世
界
地
図
か
ら
消
滅
し
な
い
た
め

の
戦
略
』
（
致
知
出
版
社
）
、
『
幸
福
実
感
社
会
へ
の
転
進
』
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）
、
『
転
換

日
本 

地
域
創
成
の
展
望
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
な
ど
。
最
新
刊
は
『
凛
凛
た
る
人
生
』
（
遊
行

社
）
。 

  


